
イノベーション理数探究基礎

〜君はどこまで真実に迫れるか〜
第2回 岩石の計測

「石ころ探偵」



調査依頼



調査対象（サンプリングした石ころ）は
「何者なのか」
「どこからきたのか」を解明してほしい。



調査内容は各チームに委ねるが，多くの情報を引き出すことを
期待する。
調査を進めるための道具を貸与する。調査に役立ててほしい。

諸君らの高い
観察力と奮闘に
期待したい。



なお，この映像は自動的に消滅する。



解説

・現場検証
・標本の観察
・石の身体測定
・実体顕微鏡
・条痕板
・位置情報から特定



まずは現場検証

写真があると良い。
なければGoogle mapの衛星画像やストリートビューなどを使う



海岸だけど，石のサイズは大きい。
概ね石の大きさは揃っている。
後ろの崖とは違う石が多い。
石は丸み帯びている。
石の種類は単一ではない。

↓
輸送ルートは？
海から？河川がある？
近くに崖は？土石流？

↓
地理院地図と地質図ナビを使う！

例えば。。。



その石ころは「何者なのか」

基礎情報を引き出す。

・大きさと形
・内部構造
・条痕色
・比重
・比熱
・構成鉱物の特定

分類・名称の特定



標本を観察

プリント「岩石の分類を知ろう」参照



まずはこれ！

・堆積岩

・火成岩

・変成岩









身体測定をしよう

プリント「堆積岩のみかた」参照



どれにあたる？



礫の形状
a：長径
b：中径
c：短径

b/aとc/bを求める！

印象度はこれと比較→



実体顕微鏡を使う

プリント「堆積岩のみかた」参照



見るべきものは
「組織」
「粒子の形」
「粒子の色」
「粒子の模様」
「割れ目の有無」
Etc…



火成岩だったらこれ→

※鉱物の特定は難易度高し

無色鉱物と有色鉱物を
見分けるくらいが妥当。



砂岩ならこれで粒度を分類！



火山砕屑物（凝灰岩）ならこれ！



固い→

酸で溶ける→

柔らかい→



条痕板を使う



鉱物を条痕板に擦り付けて色を見る
この色を「条痕色（じょうこんしょく）」という。
※調べるのは鉱物ごと。量はほんのわずかで良い。





その他，班ごとに
解析できるものが
あればトライ！

比重，比熱，固さ，鉱物の種類 etc…



位置情報から特定

※前回のレクチャーを参考にしよう！



例えば。。。

Google mapや地理院地図で
場所を特定



Google mapを利用すると「緯度経度」がわかる。
右クリック
38.79469010061275, 141.53098188239346
緯度経度をコピーして地理院地図に貼る。
注意
「，」の後ろに半角スペースが入るので削除する。



場所はここ！



場所はここ！

アナグラフ



場所はここ！

アナグラフ

この河川が怪しい！！！



広域で
見てみる



河川を
なぞると
こんな感じ



河川を
なぞると
こんな感じ

周辺の
地質図を
見る



石ころの基礎情報，岩石の種類，位置情報など
突き止めた情報から「やってきた場所」を推定する。
その場所の地層または岩石がどうやって形成されたかまで
突き止められたらエクセレント！！

班ごとに「スライド」を作成（共同編集）。
スライドで利用できる資料や写真を準備すること。
テスト明けの次回は作業日。
その次の回に発表（6分程度）！

役割を分担してトライ！！



[参考]スライドの構成（例）

①タイトル（班番号，出席番号，氏名を明記）
②調査対象について
③基礎情報
④現場検証
⑤位置情報の分析
⑥考察
⑦結論
「何者か？」「やってきた場所は？」



使った器具・物品は最初の状態にして，
元の位置に戻すこと。
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